
SSPC セグメントへの適用に向けた HD ライニングの開発 
－ 大門・浅間 6 号幹線下水道築造工事 － 

鹿島建設㈱ 正会員○玉田 康一 

   さいたま市 正会員 飯塚 和弘 

シーアイ化成㈱ 正会員 増田 裕一 

石川島建材工業㈱ 正会員 染谷 洋樹 

新日本製鉄㈱ 正会員 広沢 規行 

   鹿島・三ツ和・ユーディ JV 正会員 舘 智秀 

1. はじめに 

本報文は，これまで開発を進めてきた下水道管渠のような厳しい腐食性環境において二次覆工省略が可能

でコスト低減を図れる『ＨＤライニング（High Durability Tunnel Lining；高耐久性トンネル覆工）』のパ

ネル樹脂被覆タイプ（以下 パネルタイプ）のうち，第 57 回年次学術講演会にて報告したコンクリート中

詰め鋼製セグメント（Steel Segment with Pre-filled Concrete 以下 SSPC）への適用事例をさらに製作加

工，品質・施工面で改良したものについて示す.今回は，SSPC セグメントの内面に適用可能な先行貼付け型

パネルライニング工法を開発したので，その開発概要及びパネル取付け試験結果について報告する． 

2. 工事概要 

本工事は，さいたま市大宮駅周辺地区における集中豪雨時の一時貯留機能を兼ね備えた合流式下道築造工

事である.掘削延長1，840ｍのうち分岐部（延べ4ヶ所；24ｍ区間）及び急曲線部（R=20ｍ；31.5ｍ, R=30ｍ；

39.6ｍ区間）においてSSPC セグメント（外径3400mm，桁高203mm（パネル厚3mm含む））を適用する. 

3. 先行貼付け型パネルライニング工法の開発経緯 

今回開発した，工場にてHDパネルを先付けする「先行貼付け型」は，前回開発品の「パネル一体取付け型」

と比較するとその製作方法が大きく異なる．前回は，鋼殻とパネルを一体にセットして，鋼殻背面のスキン

プレートの注入孔からコンクリートを打設したが，今回は，予め中詰したSSPCセグメントの内面にHDパネル

を接着剤で圧着貼付けする方法とした．表－１に「パネル一体型」と「先行貼付け型」の比較を示す．「先

行貼付け型」は，前回開発品における課題であったSSPCセグメント背面のコンクリート打設孔の止水（溶接）

の品質，コンクリート充填品質及び経済性について向上を図ることができた． 

4. 先行貼付け型 SSPC セグメント構造概要 

本工事におけるSSPCセグメントは，二次覆工省略に伴う耐久性・平滑性の向上のためHDライニング（パネ

ルタイプ：パネル厚3mm）をセグメント内面側に施した．セグメント鋼殻部から仕上がり内径までの厚さはHD

ライニング本体が高耐久性であるため，原設計10mmに対して，パネル厚3mm，リブ厚5mmの計8mm とした（図

－１）．継手構造は，リング間片側袋ナット方式を採用した．急曲線部は幅狭のため通常のボルトボックス

タイプとした．ボルトボ

ックスは，ボックス底面

にインサートを取付け，

充填仕上げ後，パネル同

種材料の蓋を取付けるこ

ととした．さらに，蓋の

周囲には，弾性エポキシ

樹脂による目地コーキン

グを実施した． 
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図－１ 先行貼付けパネル型SSPCセグメント 
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表－1 パネル一体取付け型と先行貼付け型の比較 

  5．先行貼付け型の確認試験結果 

今回の試験では，パネルの施工性，施工後のパネルの浮き及びパネルの付着性について確認した．先行貼

付け型は現場でのパネル取付け施工型に比べ手間が少なく出来型精度も高い．また，パネルの浮きは，専用

の圧着冶具を使用することにより問題ないことを打音検査にて確認した．さらに，パネルの付着性は，中詰

コンクリート（f´ck=34N/mm2）の付着力同等以上の接着材を使用し付着性能を要素試験にて確認した．写真

-2に，接着材塗布状況，写真-3に，仕上がり状況，写真-4に，ＢＢ仮設用インサートを示す． 

 

6．おわりに 

二次覆工を省略するトンネルの流入部や急曲線部ではSSPC セグメントが適用されているが，汚水管や合流

管では覆工品質を確保するためにいろいろな取り組みが試行されている．筆者らが開発を行ってきたHDライ

ニングのSSPCセグメントへの適用は「吹付・塗布型（ポリウレタン樹脂）」及び「パネル一体取付け型」で

あったが，今回の「パネル先行貼付け型」は，さらに高品質・高性能・低コストを可能にした．今後は，本

工事適用に向けて，各種試験を実施し更なる改良を進めていく予定である． 
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後仕舞いにより鋼製セグメント製作コストが割高となる。 左記に比べて経済性に優れる

パネル一体型（従来工法） 評価 先行貼付け型（新型工法）

写真－2 接着材塗布状況 写真－3 仕上がり状況 写真－4 BB 仮設用ｲﾝｻｰﾄ 
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